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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年７月２８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                   委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  山 本 哲 也 

委   員  石 川 敏 行 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２２年８月４日（水） １０時２５分ごろ 

発生場所 長崎県長崎市三重式見港 

 三重式見港三重東防波堤灯台から真方位２２１°４００ｍ付近 

（概位 北緯３２°４９.０５′ 東経１２９°４４.７５′） 

事故調査の経過  平成２２年８月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

モーターボート ＨＥＡＶＹ
ヘ ビ ー

 ＭＥＲＩＴ
メ リ ッ ト

 Ⅲ世、５トン未満（長さ５.８３

ｍ） 

 ２９２－４３４７１長崎、個人所有 

 ５.３８ｍ（Lr）×１.９５ｍ×０.８７ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、４４.１０kＷ、平成１０年９月１日  

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６９歳  

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成１５年１０月１０日 

  免許証交付日 平成２０年８月２９日 

         （平成２５年１０月１３日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 船底船首から船尾にかけて破口及び擦過傷 

 事故の経過 

 

船長は、平成２２年８月４日０４時００分ごろ長崎市内の自宅を出た。 

本船は、船長が１人で乗り組み、三重式見港内の係留場所から釣りの目

的で出航した。 

本船は、三重式見港内の長崎市畦
あぜ

町
まち

沖の防波堤（以下「畦町沖防波堤」

という。）付近で衝撃音を聞いた男性により、その直後の１０時２５分ご

ろ、三重式見港三重東防波堤灯台から真方位２２１°４００ｍ付近の消波

ブロックに本船が乗り揚げているのが発見された。 

本船は、発見された時、無人であり、クラッチが前進状態で機関が運転

されていた。 

本事故は、発見者により長崎市新三重漁業協同組合に連絡され、同組合

から海上保安庁に通報された。 

海上保安庁による捜索の結果、本事故発生場所付近の水深約４ｍの海底

から船長が発見され、長崎県の防災ヘリコプターで病院へ搬送されたが、
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死亡が確認された。 

船長の死因は、溺水と検案された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西、風速 約１m/s、気温 約３１℃ 

海象：潮汐 上げ潮中央期 

 その他の事項 本船には、椅子及び自動操舵装置は設置されていなかった。 

船長は、１人で釣りに出掛けることが多く、日頃、睡眠を十分に取って

いたが、事故前３日間はテレビの深夜番組（ゴルフ中継や映画）を見てお

り、睡眠を約３～４時間しかとっていなかった。 

船長は、長袖シャツと長ズボンを着用して麦わら帽子をかぶり、手動膨

張式の救命胴衣を着用していたが、海底で発見された際、救命胴衣は膨張

していなかった。 

船長の家族は、船長の血液検査の結果、血液中の水分濃度が非常に少な

く、本事故当時、非常に暑かったこともあり、熱中症で意識がもうろうと

していた可能性があると医師から聞いた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

不明 

本船は、三重式見港に向けて航行中、畦町沖防

波堤沖側の消波ブロックに乗り揚げたものと考え

られるが、乗揚時の状況を明らかにすることはで

きなかった。 

船長の死因は、溺水であった。 

船長は、本事故発生場所付近の海底で発見され

たことから、乗揚時の衝撃で落水して溺水した可

能性があると考えられるが、落水した状況を明ら

かにすることはできなかった。 

船長は、落水して溺水したものと考えられる

が、溺水に至った状況を明らかにすることはでき

なかった。 

船長は、睡眠不足の状態で立って手動操舵中に

眠気を催していたか、又は熱中症で意識がもうろ

うとし、畦町沖防波堤に向けて航行していること

に気付いていなかった可能性があると考えられる

が、その状況を明らかにすることはできなかっ

た。 

原因 本事故は、本船が、三重式見港に向けて航行中、畦町沖防波堤沖側の消

波ブロックに乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、次の

ことが考えられる。 

・夏季に釣りに出掛けるときは、熱中症対策をとること。 

・膨張式の救命胴衣は、自動膨張式が望ましい。 

 

 




